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１．はじめに
本研究は、近年様々な分野で注目を集めている
ワークショップ（もしくはワークショップ型学習）＝
参加体験型学習もしくは協同的学習を学校教育に導
入する試みの 1つである。私たちは、現代（例えば
知識基盤社会）に必要な学習（学力）をコミュニケー
ション力、自己表現力、他者理解力、協調性などと
規定し、その育成のための学習（方法）として学校
外のワークショップに関するいくつかの実践と成果
の報告を行ってきた??。その中で学校外での不特定
（多数）を対象とするワークショップでは有効なコ
ミュニケーション性やコラボレーション（協同）性
の高い学びが、学校（クラス）という特定の対象が
継続的に学ぶ空間では有効か、そうだとすればどこ
がどのように優位性があるのかについて検討するこ
とを目的に、群馬大学教育学部附属小学校（以下附
属小と省略）の足達哲也教諭の図画工作科「附属小
ワンダーランドへようこそ」（1/全 6時間）の授業に
学生ボランティアをファシリテータとして用いる実
験をした。拙論では、その成果を足達教諭や参加し
た児童、ファシリテータの感想などをもとに分析・
検討する。
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２．研究の経過
附属小では、今まで「豊かな学力を身に付け自己
実現を図る子どもの育成」（H16～19年度）、「未来を
見つめる自己を広げる子どもの育成～学びの充実
感・有用感をもつ学習指導のあり方～」（H20年度）
をテーマに「考える力」や「表す力」を育成するた
めに授業（題材）の開発・改善だけでなく、カリキュ
ラムマネイジメントや子どもの学びの質の向上など
について様々な検討を加えた実践研究をしてきた。
今年度も昨年度に引き続き「未来を見つめる自己を
広げる子どもの育成～学びの充実感・有用感をもつ
指導と評価の改善～」（H21年度）として、例えば課
題解決的な学習による主体的な取り組みの誘発など
の学習指導の工夫に重点を置き、研究をしている。
このような研究の流れの中で、本研究の責任者で
ある茂木は群馬大学に着任以来附属小の公開研究会
に指導助言者や共同研究者として 10年間関わり、特
に足達教諭が附属に着任してからは茂木の進めてい
るワークショップ型の学習を附属小の研究にも生か
そうと協力・努力をしてきた。附属小（足達教諭）
との共同研究で重視したのは、図工が単なる作品づ
くりの教科ではなく、クラスという共同体で学ぶと
きに起きる「気づき」や「発話（ささやき）」をどの
ように拾い上げ、共有していくのか、つまり図工に
おける協同的な学びの有用性やダイナミズム、ある
いはその時の学習環境のデザイン（ヒト：指導者、
モノ：教材、空間：机の配置やグループ学習のレイ
アウトなど）の研究である。今までの実践では、グ
ループ学習時の話し合い活動の重視やその時の記録
（ドキュメンテーション）の方法の工夫（例えば子
どもたち自身が付箋紙にアイデアや意見を書いて
ボードに貼っていく）、グループ学習時の学習環境、
つまり机や材料・用具コーナーのレイアウトの工夫
の試みなどを実践してきた。
その上で今年度は、一歩進めて、ワークショップ
型学習でキーとなるファシリテータの導入に踏み
切ったのである。ファシリテータとは、グループ学
習などの場合、チームをまとめながらみんなで協力
し合うために、参加者の学びやチームの成長を促進
するように支援する人で、共感的理解者として、コー
ディネータ（教師）と参加者（児童）の間に立って
「facilitate（ファシリテート）促進する」役割の人を
いう。以下に、「附属小ワンダーランドへようこそ」
（2009年 5月 30日）の実践について、足達教諭の授
業の省察とファシリテータのまとめを中心にその総
括をしていく。
３．?附属小ワンダーランドへようこそ」の
授業（５月30日）について
3．1 題材の内容と構想
本題材では、まず、「借景」を取り入れた日本庭園
を鑑賞する。次に、グループで校内の窓に部分的に
描き込みをし、窓越しに見える景色と重ね合わせた
空想の世界を協同で表すという内容である。窓への
表現には、ガラスに塗ったり雑巾で簡単に拭き取っ
たりできる水彩絵の具に似た描画材と、色画用紙な
どを主に用いる。また、グループ規模は、児童の話
し合いが深まり、個が生かされる 5人を上限とし、
8グループ編制した。そして、グループの中にリー
ダーを一人ずつおくことにした。
本題材は、窓越しに見える景色と重ね合わせて空
想の世界を表す活動では、景色を手がかりにし、グ
ループで協同して表現を進める。そのため、景色を
基に、想像力を働かせて表すことを考えるとともに、
景色とガラス面への描き込みとの関係を考えた多様
な発想を出し合い、それらを結び付けたり整理した
りしながら、よりよいアイデアへと練り上げていく
ことを期待している。また、窓に実際に描き込む際
には、視点の位置が固定されていなければ適切に表
現できないため、視点を固定し表現の効果を確かめ
る児童や、実際に描き込みをする児童に分かれ、絶
えずコミュニケーションをとりながら表現を進める
必要が生まれる。
3．2 目標
周りの景色を生かした空間構成のよさをとらえ、
窓越しに見える景色を生かし、部分的に手を加える
ことで表せる世界を考え、工夫して表す。
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3．3 評価規準
(1)周りの景色を生かした表現に関心をもち、意欲
的に取り組もうとする。
(2)窓越しに見える景色を生かし、空想の世界を表
すアイデアを考え、景色との関係から表し方を考
える。
(3)絵の具や色画用紙を使い分け、窓に描き込む方
法を工夫して表す。
(4)周りの景色を手前の表現と重ね合わせて生かす
構成のよさや効果をとらえる。
3．3 学習計画（全 6時間予定）
過 程 学 習 活 動 時間
あじわう
○「借景」について知り、前景の庭と背景となる景色との組み合わせを考えたり、空
間構成の例を見たりして、よさを話し合う。 1
ふくらませる・ねる
・
○景色を生かして空想の世界を表すことを知り、アイデアを出し合い、表し方を話し
合う。（本時 2/2）
2
あらわす ○絵の具や色画用紙を使い、友達と協力して表す。 2
あじわう・ひろげる ○他の表現を見て感想を書き、メッセージボードに貼る。 1
3．4 本時の学習
⑴ ねらい
景色の写真に、表したいものを描き込みながら話し合うことを通して、景色を生かした表し方を考えると
ともに、協同で取り組むよさをとらえる。
⑵ 準備
景色の写真に透明なシートを重ねた大きなパネル 付箋紙 マジックペン 雑巾
⑶ 展開と指導の実際
学習活動 主な指導内容 コーディネーター（教師）の具体的な動き
1 本時のめあてをつか
む。 （5分）
〇パネルの写真や描き込みを見て前時までの話
し合いの過程を振り返るように促す。
〇活動内容を確かめる。
〇「借景」を用いた庭園の鑑賞で捉えた「奥行き」背景の景色との「つなが
り」を協調した。
〇参考作品を提示し、背景を生かすために気を付けるとよいことを確認した。
2 選んだ景色の写真に
描き込みを行い、表す
ものや構図を話し合
う。 （25分）
〇パネルの写真や描き込みを見て、感じたこと
や新たに描き込みたいもの、省いた方がよい
ものを付箋紙に書き、パネルに貼り付けるよ
うに促す。
〇一人一人がアイデアをもって話し合いに臨め
るようにする。また、ファシリテータを位置
付け、一人一人のアイデアを結び付けて、よ
りよいアイデアを考えられるようにする。
〇全体の進度を見守った。この段階では児童が全時までのアイデアにじっく
り向き合う時間が必要と考えた。そこで、ファシリテータのかかわり方を
見て、児童に声をかけすぎている場合に、考える時間を大切にするよう指
示した。
〇全体の様子をしばらく見守る。
?みとりのポイント>
□パネルの写真や描き込みを見て、感じた
ことや新たに描き込みたいものを付箋紙
に書いたり、考えを発言したりしている。
◎異なるアイデアをまとめる描き込みやア
イデアを付箋紙に書いて発言したり、対
立した考えを調整する発言をしたりして
いる。
〇付箋紙に考えを書けていない子供には、前時
に描き込んだ内容を見るよう促し、感じたこ
とを具体的に問いかけ、自分の考えをもてる
ようにする。
〇どの児童もおおむね付箋紙に書き込みをし、自分の考えをもてている様子
だったため、見守り続けた。
〇話し合いの際には、グループで合意した点や
対立した点などを付箋紙に書き、パネルに貼
り付けるよう促したり、マジックペンで考え
たアイデアを絵で描き込むように促したりし
て、話し合いの過程をとらえられるようにす
〇ある程度、付箋紙に考えを書き込めているグループには、それを基に話し
合いを始めるようファシリテータを通して指示を出した。
〇話が堂々巡りを始めるグループが出始める。ファシリテータが、実際の窓
を見に行くよう提案したり、パネルを少し離れた場所から見るように促し
たりするなど、児童の視点を変えるような提案を始めたため、見守ること
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る。 にした。
〇窓がある場所に行ったグループの様子を見に行った。児童は離れた場所か
ら窓を見て、パネルに表したアイデアと見比べ、児童主体に話し合いを進
めている様子だった。ファシリテータに様子を聞いたところ、場所を変え
たことを契機に話し合いが展開を始め、もう少し時間が必要だということ
だったため、ファシリテータに任せた。
〇パネルへの描き込みがめまぐるしく変わるいくつかのグループのリーダー
に、話し合いの流れを聞いた。
3 活動を振り返り、話
し合いの過程とアイデ
アを発表する。
（15分）
〇話し合いの中で、特によかった考えについて
付箋紙に表し、それを時系列に並べるよう促
し、話し合いの中で出された多様な考えや話
し合いの流れを振り返ることができるように
する。
〇パネルを全体に提示することで、話し合いの
様子とアイデアが生まれた過程をとらえられ
るようにする。
〇前時にも行った活動なので、活動の指示をする程度とした。全体の活動を
止め、ファシリテータを介さず、一斉に指示をした。
〇聞いている側の反応が大きかった部分の内容
を補足したり説明を促したりして、話し合い
を通してアイデアを生み出すことのよさに気
付けるようにする。
〇上述のグループの中で、特に話し合いが深まったグループのリーダーに、
話し合いの主な流れを発表するよう促した。
3．5 題材のその後
本時以後、児童はグループのアイデアを基に、そ
れぞれの場所で窓に描き込みを始めた。その場所に
行って改めて景色を眺めてみると、パネルに貼り付
けてある写真では感じられない雰囲気や奥行きなど
を感じ取ったせいか、アイデアを基にしながらも、
多くのグループで新たな試みが見られた。
前時までの話し合いでグループ全体に連帯感が生
まれ、役割分担がスムーズに行われ、進んで役割を
交代し始めるなど、グループの友達に配慮する言葉
がけが多く聞かれた。
４．ファシリテータによるグループごとの学びのプロセスのまとめ
１班
○ファシリテータ：靍見志乃、米山由加里 教師には▼、子どもは・、ファシリテータは○、その他は□
時間 授業の展開・子どもの主な活動と写真 教師(コーディネーター)・ファシリテータ・子どもの発話とファシリテータの感想など
子どもたち（上からABCDEとする）
・子どもたちの状況：前回描いた「借景」について、意見を出し合っている。
▼「前の借景を見て、今回どう思うだろう。」
・Ｅ「海だったけど、やめよう。よく分からないし。」
・Ｂ「全部消して描き直そう。海はやめた方がいいと思う。ごちゃごちゃしてる。」
・全員：意見が一致し全部消し始める。
〇船や海がよく描かれているけれど、子どもたちは皆気に入らなかったようだ。
▼「何が足りないのだろうか？必要無いものは何だろう？」
・Ｃ「海じゃなくて、森にしない？洞窟とか、ジャングルみたいなのがいいよ。」
・Ｂ「じゃぁ、何を描くの？この辺に木とか？森なら動物がいるよね。猿？ライオン？」
・Ｄ「うーん…何がいいのかな…。」
・Ａ「海じゃなくて、川にする？宇宙とか、動物園とかもいいかも…。」
〇言い争っている様子ではないけれど、なかなか意見がまとまらない様子だった。アイデ
アは出ているけれど、借景との関連性を見つけられないようで、困っていた。描き始め
てもすぐに消してしまう行為を何度も繰り返していた。
15分
班での話し合い
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25分
35分
40分
・子どもたちの状況：なかなかアイデアが浮かばないので、実際に写真の現場へ行くこと
に。
▼「思いつかなかったら、その写真の場所へ行って見て考えてきても良いですよ。」
・全員で移動する。
・Ｃ「ここから（床の×印）見える風景と（写真）ちょっと違う気がする。」
・Ｂ「えー、分からないなぁ…。ねぇ、何がいいと思う？」（ファシリテータに問う。）
〇借景からアイデアが浮かばないようで、困っている。室内という設定が難しいみたいだ。
・Ｅ「人が多くてよく見えないね。うーん…。」
・Ｃ「川みたい。あの天井から水が落ちてきて、下に溜まって湖になるのは？」
・Ａ「湖いいね～。カメとかいるの？魚とか。」
・Ｂ「湖だから、ボートとか、白鳥とかいるよ。川いいね、湖にしよう。」
・Ｄ「湖は海と変わらないんじゃないの？」
・Ｂ「よし!戻ろう。湖にしよう。」
〇子ども達は納得したのか、再び教室に戻っていく。滝や湖、魚を描くなど、やはり水を
テーマにした作品に仕上げることになった。森、山ではパッとしなかったのだろう。
・子ども達の状況：現場でイメージを膨らませ、早速借景に取りかかる。
・Ｂ「えーっと、滝だよね？この辺からでできて…。」
・Ｃ「下に水が溜るんでしょ？この辺になにか動物がいてさ。」
〇かいたり消したりを繰り返している。なかなか思ったような絵がかけなくて歯がゆい。
イメージはあるが、それに伴う絵のセンス、また借景と上手く溶け込めずにいる。私た
ちファシリテータの影響も少なからずあるのかもしれない。
・Ｃ「この天井についている線をさぁ、釣りしてる風にしようよ。魚がいっぱい獲れて、
魚をここ（ドアを容器に例えて）にいれるの。」
・Ｅ、Ｆ「…………。」
〇男の子も女の子も、意見をあまり強調していない。とくに女の子は意見を言っていなかっ
た。
〇授業前と後を比較してみる。
・さっぱりしている。
・テーマが分かりにくくなった。
・悩みながらも進めようとしている。
・新しいアイデアで練り直す。
・子どもたちの状況：振り返りボードに、今回の授業を振り返ってもらい、感想や友達の
良かったところを見つけてメモをする。
▼「そろそろ時間なので、今日の感想を書きましょう。どんな意見がでたかな。」
・Ｄ「なんだか最初の絵よりも、わけが分からなくなってきた気がする。」
・Ｃ「うーん、なんて書けば良いのかな…。」
〇アイデアに煮詰まって苦労していたからなのか、感想や振り返ることがむずかしいよう
だ。かきこみも少なかった。
ふり返りの内容
・山という意見が出ていいと思った。
・小さい川が集まって、大きな川になるという意見がよかった。
・川という意見がよかった。 など
〇全体的に「川という意見がでて良かった」などの感想が多数だった。他にも意見はでた
が、みんなの中では川が一番印象的だったのかもしれない。
借景の現場へ
再案
最初との比較
ふり返り
今日のまとめ
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0分
5分
15分
25分
自己紹介
みんなのあだ名を聞いて、シールにあだ名を書き、
胸に貼ってもらい、親睦を深める。
〇 ?こんにちは、授業を始める前に自己紹介をしよう。まずはみんなのあだ名を教えてね。
私はよっちゃんだよ。よろしくね。」
▼ ?これから授業を始めます。前時に使用したパネルの写真や描き込みをみて、「ない方が
よいもの」や「景色とつながっているもの」を緑の付箋紙に書いてみよう。絵のパネル
の周りに貼ってもらい、一人一人にアイデアを話してもらいます。」
・ ?下の緑の線がいらないね。」「そうだね、消しちゃおう。」
〇 ?S君も書こうね。一人一枚以上はがんばって意見を書いてね。」（S君は前時で欠席して
いたこともあり、ふさぎこんでいたが話しかけると元気を出し、付箋紙に書き込みを始
めた。）
□付箋紙に書かれたこと
緑の線はいらない。もっと生き物をふやす。虹から滝がでてくる。猿の足のモワモワはい
らない。
・ ?画面の下に川がいい」
・ ?雲の間から滝がながれるようにしたい」
〇「一度遠くから眺めてみよう」
・ ?バナナが小さくて見えないね。消しちゃおうか？」
〇「両方描いてもいいんだよ」
・ ?そうだね。滝と川の両方を描こう。」
今まで温めていた猿が描かれていた森というテーマから虹から滝を描くということに大胆
に変更する考えがでる。画面の下に川を描きたいという意見と、二つの雲の間から滝を流
すという意見があり、お互いにゆずらない。
みんなの考えにまとまりがないので、一回距離をおいて、遠くからみんなでパネルをみる
ことにした。
そのあと一つを選ぶのだけではなく、両方とも描く方法もあることを提案してみるとみん
なが両方とも描くことに賛成した。（2つの雲の間に虹と滝を、下に川を描き加えることに
決まった。）
・ ?猿を消したけど、画面がさびしいから猿をまた描こう。」
・ ?ペンを貸してよ。」
・ ?やだ、今描いているんだから。」
〇「はい、みんなでなかよく描こうね。順番で描こうね。」
・ ?ぼく、描きたいんだよ。」
教師(コーディネーター)・ファシリテータ・子どもの発話とファシリテータの感想など授業の展開・子どもの主な活動と写真時間
○ファシリテータ：金田佳子 教師には▼、子どもは・、ファシリテータは○、その他は□
２班
足達先生のあいさつと本時の説明
前時に作成した絵
付箋にない方がいいものと景色とつながるものを書
き込む
虹を描く
44 茂木一司・足達哲也・井上昌樹・渡邊 彩・金田佳子・鈴木紗代
緑の線を消すことにみんなの意見が一致した。猿とバナナを消した。実際に虹と滝と川を
描きこんだ。
みんなが一斉に作業を始めたがったので、ペンをとりあうこともあった。（他の児童が描い
た絵を消してしまう児童もいた。バナナをどうしても描き加えたい児童とそうでない児童
の意見が割れ、結局バナナはまた描き加えられた。猿も描き加えられる。猿の足が窓を割っ
ている。時間が来たので絵を描き終える。
最後に今までの振り返りとしてピンクの付箋紙によかったアイデア書き、意見を言い合う。
▼「はい、時間になったので、作業をやめて、今度はピンクの付箋紙によかったアイデア
を書いてね。」
□付箋紙に書かれたこと。
虹から滝を流したこと。虹を入れたこと。バナナを川に流したこと。滝は流れにそってい
るから、流れにそって色をぬろうといっていて、なるほどと思った。滝から川になるアイ
デアがよかった。滝と下の川が合わさったこと。猿が滝から落ちてくること。川と森がつ
ながっているようにするため木の実を流したりしたこと。清水さんの猿の足がガラスを割
る絵がよかった。虹や絵が色とりどりになった。いろんな設定で描いているので、奥行き
がある。窓を割ったところがいい。
ふり返りボード渡し終わったところで 3グループ（8班、5班、7班）の発表を聞く。
40分
45分
描き終えた
絵ピンクの付箋によかったアイデアを書く
書いてもらった付箋紙を時間の順番に並べる。
0分
15分
授業が始まり、生徒と自己紹介をする。
・ネームシールにニックネームを貼ってもらった。
▼前回の振り返り、借景の利用についても黒板に生徒と一緒にふせんで作った考えがはら
れている。
〇参考例が 2つあり、目でみることができるのがわかりやすい。
▼黄色のふせんに前回を振り返りながら、考え、今回どうしたらいいかを書いてみよう。
・ふせんを積極的にかきはじめる。
・ ?たこはさぁ、消したいんだ。」
・ ?クラゲもいらない。」
と、いいながら次々貼っていく。
〇意見は一人につき何枚も出ていて驚いた。
一人ひとり、意見の出すスピードが違う。書き終ってしまって、少し暇そうな様子を見せ
ている子もいた。
・意見が出にくくなってきた。
〇 ?同じような、意見をまとめてみようか？」
・ふせんをこれは一緒、くらげ、くらげ、など、近い所（絵の外枠）に貼り分けていく。
・生徒の意見
・たこはいらない
・くらげはちいさい
・消す
・お客さんを描きたい
・木を工夫したい
・木をカメに
・突然だが、多数意見のタコをいきなり大胆に消しだす。
・女の子は、三人でカメを描きだした。
▼ファシリテータへ指示
干渉しすぎないように。見ているぐらいでもいい。
教師(コーディネーター)・ファシリテータ・子どもの発話とファシリテータの感想など授業の展開・子どもの主な活動と写真時間
○ファシリテータ：松下亜衣 教師には▼、子どもは・、ファシリテータは○、その他は□
３班
黄色のふせんを書く様子
45図画工作教育へのワークショップ型授業の導入の試み
25分
40分
45分
50分
・二人の女の子がカメを重点的に描く。
・男の子「こっちに魚かこうかな」
・ ?クマノミなら知ってるんだけど……」
〇女の子には話しかけず、独り言のようで、迷っているようだったので、「みんなに聞いて
みたらどう？」と声をかけてみた。
・女の子に話しかけて、お互いのことを気づいたようだ。気づいただけだったが、男の子
はサメを描き始めた。
・ ?エイ（マンタ？）はこんなんだったっけ？」
・ ?もっとこんなんだよ」
・何度もかきなおす。
・女の子がやってきて、上手に描いていった。
・カメについて、「手が描きたいよ。ウミガメだからさぁ……」
・ ?ひれみたいな」
〇一つのことに集中すると、周りが見えないほど集中しているのが印象的だった。女の子
はカメの甲羅を気に入るまで塗っていた。
〇「カメはここまでなの？」と左の窓枠の亀の切れ目について聞いてみた。
・ ?ここまで」
・ ?水族館だから、ここがガラス」
〇生徒の中でのイメージが固まっているのがわかった。
・ ?お客さんも入れたいんだけどな～」
・手前の窓の下の方の事
・タコも書き始める。
・消したり、描いたり、試行錯誤
〇小さなつぶやきだったが、お客さんを書き入れるとガラスを利用して、手前と奥がはっ
きりすることと、距離感がでてとても良い意見だ。
・最後には、サメもたされている。
▼終了の合図
赤いふせんを使って、振り返りをする。
出来たら、時間に沿って、振り返りボードに貼る。
・振り返りの生徒の意見には
・「木をカメにできてよかった」という意見
・「たこが途中になっちゃった」とつぶやく子もいた。
▼書けたら先生に持っていく
全員で集合して作品を見る。
2つのグループを選んで、生徒にどんな状況か発表してもらう。
〇他のグループの見方や世界観がわかるので、面白い。グループによって、違った発想で
ある。
▼今日のこと、次回のことに触れ、授業の終了
46 茂木一司・足達哲也・井上昌樹・渡邊 彩・金田佳子・鈴木紗代
４班
○ファシリテータ：佐藤由貴 教師には▼、子どもは・、ファシリテータは○、その他は□
時間 授業の展開・子どもの主な活動と写真 教師(コーディネーター)・ファシリテータ・子どもの発話とファシリテータの感想など
▼目標「より作品に繫がりを持たせよう。素材を生かし、邪魔なものははぶこう。」
―ふせんに記入―
・今までの作品から個別にイメージを膨らませ、ふせんに言葉を書いていく。
・ ?動物を描く。」
・ ?魚を描く……。」
〇「皆動物を入れたいという意見は一致しているようだった。女子は木に生息する動物を
中心に考えていた。男子は水を基に考えているように思えた。」
―話し合い―
・ ?下の窓枠は水が上から流れてきているので、下を全て水にしよう。」
・ ?写真に描くだけではなく、前に立体をおきたい。」
・ ?なら魚かな。他にはどんな動物がいいかな。」
〇「窓の辺りはどうしようか？」
・《悩む》
□「水に集まる動物は？」
・ ?何がいるかな。」
・ ?窓から顔が出たら面白いよね。あと、水を飲むとか。」
・《悩む》
・ ?窓から首がでる動物……、キリン!!」
〇「それぞれに出した意見を基に、よい作品にしていくために皆が協力して考えている姿
が印象に残った。また、皆で共通の理解とすることが時間がかかることなんだと分かっ
た。」
15分
前回までの作品状況
イメージを膨らませている
皆の出た意見を確認し合っている
・女子の意見 ・男子の意見
47図画工作教育へのワークショップ型授業の導入の試み
25分
40分
―制作の時間―
・ ?キリンはどんな形だっけ？」
・女子 進んで描く
・ ?顔の形と向きが分らない。水を飲むにはどのように表わせばいいのだろう。」
・女子顔の向きで拘り、描いたり消したりを繰り返す。なかなか仕上がらない。
･男子 水の流れに拘る
「もっと水が強く吹き出るようにする。」
水色に塗ったところに白を足す。
・女子 水に関しては何も言わない。
・もう一つの窓から顔を出す動物を考える。
・ ?キリンじゃなくて他の動物とか、象とか……。」皆で考えるが、描くにはいたらない。
〇「キリンの向きを変えてみるとかはどうかな？」
・女子ペンを持ち描き始める。しかし、顔の向きや水を飲んでいる姿を表現することがで
きない。結局納得がいかず消してしまう。
〇「女子はキリンを協力して描いていた。男子はその姿を見守っていたり、助言をしてい
たので、グループとしてのまとまりを感じられた。」
―制作の時間終了―
―振り返りボードの記入―
・今日頑張った人のことをふせんに書く。
〇「子どもたちが、男女関係なく、他人を評価しているところが印象に残った。また、相
手に良いところを指摘されるのはとても嬉しく、自信に繫がると思うので、この時間は
とても大切な時間に思えた。」
―完成作品―
前回にプラスして、水を飲むキリンと水の流れの強さが描かれた。
〇「このグループの子どもたちの中には、自分はこれを描きたいんだ。という様なこだわ
りを持つ子供がいなくて、どの子も皆の意見を反映させる形で描くものを考えていたと
ころに驚いた。また、グループの作品として見られるので、一つのものを描くのにも、
多くの時間をかけて丁寧に描いている姿が見られた。」
描く①
描く② 描く③
振り返りボード
完成作品
48 茂木一司・足達哲也・井上昌樹・渡邊 彩・金田佳子・鈴木紗代
５班
○ファシリテータ：鈴木紗代 教師には▼、子どもは・、ファシリテータは○、その他は□
時間 授業の展開・子どもの主な活動と写真 教師(コーディネーター)・ファシリテータ・子どもの発話とファシリテータの感想など
▼「よけいなものはないか。背景と合っているか」
・ ?猿のアームが背景と合ってない」
・ ?消したほうがいいよ」
・ ?猿じゃなくちゃいやだよ」
〇「どうして猿じゃなくちゃいやなの？」
・ ?普通のだとつまらないもん」
・ ?でも、背景に猿はあってないよ」
・ ?この線も背景にあってないよね」
窓枠に書き込んだ線と、猿を消す。
一人の子ども以外は背景と猿のアームが合っていないと考えており、アームをどうするか
話し合っている。
・ ?猿が背景と合ってない。普通のアームにしたほうがいいよ」
・ ?そんなことない。普通のにしたら、つまらないよ」
猿のアームではなく、普通のアームを書くことに決まる。猿のアームがいいと主張してい
た子どもがアームを描く。アームの描写にこだわり、何度も書き直す。
・ ?これじゃだめだ」
・ ?そんなに何度も描き直さなくていいよ」
・ ?そうだよ」
・ ?だって」
〇「本番は窓に描くから、あまりこだわらなくていいよ」
・ ?でも」
普通のアームを描きながらも、猿のアームにこだわる。
・ ?やっぱり猿の方がよかった」
普通のアームを描き終える。
〇「実際に窓に描くと違うし、景品をどうするか考えようよ。〇〇さんはどうしたい？」
・ ?私は、もっとこの建物を入れた箱の景品以外の景品も増やしたい」
・ ?私も」
・ ?そうか、じゃあどういった景品がいいかな。何が入ったらおもしろいかな」
・ ?う～ん」
・ ?ねえ、写真がかたむいてるから直そうよ」
・ ?それはいいから、考えようよ」
・ ?まじめに考えてよ」
悩み出したところで、振り返りの時間になる。
▼「ピンクの付箋紙に今日の振り返りを書こう」
・ ?景品をもっと増やしたい」
・ ?アームを猿にするか普通にするか話し合って決めたい」
・ ?アームが地味なので景品を工夫したい」
・ ?リーダーとしてみんなの意見をまとめたい」
・教師の話を聞き、活動に入る。
・符箋紙に感じたこと、改善したほうがいいことを書
き込み、ボードに貼る。
5分
15～
20分
40分
話し合い
書き直したアーム
景品について考える
振り返りの付箋紙
49図画工作教育へのワークショップ型授業の導入の試み
６班
○ファシリテータ：渡邊 彩 教師には▼、子どもは・、ファシリテータは○、その他は□
時間 授業の展開・子どもの主な活動と写真 教師(コーディネーター)・ファシリテータ・子どもの発話とファシリテータの感想など
〇クラス全体に指示したのち、各グループに分かれる。
・みんなで現場に案を持っていき、何が必要か考える。
・Ａ「もう少し視点を変えてみない？」
・Ｂ「この視点だと、建物があんまりみえないよ」
・Ｃ「本当だ!思ったより見えないねー」
・交替で、視点に立ってみるがみんな首を傾げて黙りこんでしまう。
〇行き詰った感があったため、持ってきた写真と風景とを並べて見られるようにする。
・Ａ「あの SOSの部分は陸になるんだからおかしくない？」
・Ｄ「ああ、本当だ。足でこう書くから（足で地面をなぞる）本当は見えないよね」
・Ａ「じゃあこれはいらないね」
〇「手前に机とか置けるから、やりたかったらできるよ」
・Ａ「大丈夫。そうだ、ここに人がいるのはおかしくない？」
・この後、沈没船はずいぶん前に沈んだから人間がいるのはおかしくない？という話にな
り、浮き輪や SOSの文字は消すことになった。
・Ｅ「あと土星もいらないんじゃない？」
・Ｃ「本当だ、太陽があるもんね」
・さらに、消すところが出てきたので、教室に戻りまとめることにする。
・不要になった部分を消す。
・Ａ「この船やっぱり変だよ」と唐突に船の絵を消す。
・BCDが反論「こうでいいんだよ!」
〇確かに、さっきまで校舎を生かそうとしていたのだし、必要じゃないかな？
・A対 BCDで船の討論が始まる。
・Eは遠巻きに見ている状態になる。
・沈没の仕方などの議論になるが、最終的に造形面での問題が挙げられた。しかし、話が
平行線になりかける。
〇「船は一回離れて、空の方もどうするか決めようか!Eさんはどう思う？」
・Eは黙ってしまう。首をかしげる。
・BCDにより、景色を生かした船が描かれる。
〇それに関する意見を付箋に書いて貼る。
・児童「忘れてた!」
・時間が差し迫っていたため、次の時に話し合うことになる。感想や思ったこと、次への
課題をそれぞれ書く。
・Ｅ「似ている意見はまとめたほうがいいよ。」
・選別をしながら、この絵の場面を昼にするか夜にするか話す。
▼まとめの活動に入る。
・他の班の発表を聞きながらも、自分たちの班が気になる様子で話の始めの頃は、まだ少
し話しあっている。
〇授業終了後、班で次回決めたいところを口頭でまとめ、解散する。
15分
25分
40分
50分
視点を再検討
ここで本時は終了
他の班の発表を聞く
いらない部分を消したり、船を描きなおしたり
50 茂木一司・足達哲也・井上昌樹・渡邊 彩・金田佳子・鈴木紗代
７班
○ファシリテータ：馬場沙英子 教師には▼、子どもは・、ファシリテータは○、その他は□
時間 授業の展開・子どもの主な活動と写真 教師(コーディネーター)・ファシリテータ・子どもの発話とファシリテータの感想など
□ふせんのコメント
・いらないもの木←てきとーだからかきなおしたい
・小人をもっとふやすべきだと思う
・ふとんの小人をもっとかわいくしたい
・小人をもっと小さくする
・小人なおす。きょりかんゼロになってるから
・巨人を増やした方がいいと思う。
・はたきをキチンとかく
・巨人を大きくする
□児童たちがそろい始め、自分の班の作品のところに集まりはじめる。ファシリテータは
名札を書いて自己紹介し、自分の班の児童にも名札を付けてもらうように言う。
〇「きょう一日いっしょに勉強する、ばんびです。よろしくお願いします。わたしはさっ
きこれを作ったんだけど、みんなも名前をかいてもらっていいかな？」
・ ?みょうじ？」
〇「名前でもあだなでも、なんでもいいよ。呼んでほしいので」
・それぞれ呼んでほしい呼び名を名札に記名。
□始業ベルが鳴る。
▼「それではみんな、まんなかに集まってください。」
・教室の中央部へ移動。それぞれ班とは別のともだちとすわる。
〇後ろの方に居たが、まんなかの辺りでしゃがむ。
▼号令。
「前回は借景について勉強して、班で途中まで絵を描きました。ここには、（参考作品）
をみて、書いてもらったみんなの感想をはりました。今日はその中でも、あると自然
なもの、ないと自然なものに注目します。」
▼教師が参考作品を提示し、運動場を海にするときにたこがいたら面白い、しげみが土星
になって輪があったらおもしろい、など、元の景色を活かして絵を描くことを説明。
▼「それでは、いまの作品にはなにがあったら自然か、そういったことに注目してふせん
に書いて、それから絵を描きましょう。あとからそれを元にして班の代表の人が発表
します」
・班の席に戻る。まずは図工担当の先生からきょうの流れの確認。前回の授業で学んだ借
景の復習と、班ごとにすすめる作業の説明を受ける。
・ふせんを書くよりも絵をきれいにしたいらしく、ふせんの作成と作業が同時進行してい
る。
〇（ほとんどふせんを書いていないことに不安を感じる）
・Sさんが一番書いている。
〇「ふせんはいいの？」（何回か声をかける）
・H君をはじめ、男子 2人はふせんを書いたりし始める。
・女子二人も、描きながらふせんを貼る。
・しかし、景色との対応などよりはモチーフじたいの描き込みに注目したコメントが多
かった。
〇（描くものは班の子の中で固まっているから、あまりふせんにはこだわらなくていいの
かな、とも思う）
〇「あ、こっち側はこびとが引っ張ってるんだね」
・ ?洗濯物のひものところがおかしいよね」
→洗濯物とひものところを消す。「うーんできない」
・ ?たてものがこうなってるから、ここと、ここが」
→後ろにあるアンテナにひもがかかって曲がるところを描こうとしている。
10分
10分
20分
5分
ふり返りボード（前回の振り返り)
前回までの経過
ふせんに作品の新たなイメージを記入
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〇（Sさんが新しく描かないこともあるのか、と思う）
・ ?おー、そうだ、さすが」
・ ?小人も描き直すー」
・女子 2人は、右側の鬼や洗濯物を消してきれいに書き直している。
・ ?じゃあ、こっち（左側）やろうか」
・男子 2人は火山の担当になる。
・緑のペンが 1本でない。「あれっ」
〇「みどりいろ出ない？それじゃ代えてもらってくるよ」
・ ?ちっちゃいと描けないなー」
・SさんとAさんは洗濯ものを書き直している。
･Aさんは、Sさんが描き直したものをきれいに塗り直す。自分からは新しい形をほとんど
描かない。
〇（Aさんは描くのもそんなに早くないな。自分で描かなくてもいいのかな、と思う）
・女子と同時進行して、男子 2人は火山の噴火している表現にこだわっている。
・H君は T君が噴火のところを描くのを見ている。
・ ?山がうしろにかぶっちゃって、おかしいよ」
・ ?じゃあ、そっち描いて」
・班の子は火山がビルの奥にあるように描くようにこだわっている。
・ ?ここを塗ったら、おかしくなる」
・Hくんと二人でふちどって塗るが、塗っているうちにはみだしたままになったりビルの
上から塗ってしまったりする。
・ ?難しいなー」
･全部で 3・4回くらい山の下のふちのところをやり直す。途中じゃれあって遊んでいる。
〇「こらこら危ないよ」
・ ?つめでこすったら細かいしましまも描けるー!」
〇左の洗濯物をみてAさんに「きれいにぬったね」というとちょっと嬉しそうな様子。（こ
の子も描いていて楽しいのだな、と安心する。物静かな子だったので、コミュニケーショ
ンが取れて良かったと安心する）
▼「それでは、あと 5分位で終わって振り返りをしてください。」
・7班の子はみんな描き続けている。
→上から色を塗る作業
〇「発表の方は大丈夫？」（心配になる）
・Sさんがさいごまで鬼をねばって、何回も顔をかいている。火山の上の鬼が描かれる。
〇 ?さいごに増えたね、すごい、やったね」（鬼が増えたらいいという意見があったが、途
中でまったく出てこなかったので、実現されるとは思わなかった。絵の雰囲気ががらっ
とかわって驚いた）
〇「こっちの鬼と色違いだね、かわいい」
・発表の準備は全然していない。
▼「それではまんなかに集まってください」
〇「発表って、だれがするの？」
・みんな「班長は、T」
・すわるときは、また班外の友達と座っている。
〇（心配になる）一緒に移動したので T君の近くにすわる。
・S（絵の所から離れながら）「おにかわいくない？!」
▼「それでは発表してもらいます。最初のふせんで気付いたところと、気をつけて描いた
ところを発表して下さい」
〇（あてられた班だけが発表して終わったので、ほっとする。）
▼次回の予定を説明し、号令。授業終了。班のところに戻って、あいさつをする。
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８班
ファシリテータ：井上昌樹 教師には▼、子どもは・、ファシリテータは○、その他は□
時間 授業の展開・子どもの主な活動と写真 教師(コーディネーター)・ファシリテータ・子どもの発話とファシリテータの感想など
〇子どもたちが教室に入ってきたら、すぐに各グループのところに集めた。挨拶人をして、
一人一人自己紹介をしてもらった。ファシリテータは「おにいさん」「おねえさん」とし
て子どもたちと関わるので、呼んでほしい名前ということで自分は「まあくん」とした。
・この時間呼んでほしい名前を決めた。男子二人はすぐに決めたが、女子二人が「どうし
よう」と悩でいて、決まるまでに時間がかかった。
▼本時の授業説明。話し合いの視点→①「背景を生かすということ」②「窓の手前や背景
にある物などと絵につながりをもたせるなどして工夫をすること」
〇子どもたちの間に入って一緒に先生の話を聞く。
・先生の話を真剣に聞いていた。
〇「前回はどんな感じだったの？」
〇「どういう話になってるの？」
・Ａ、Ｆ「竜が火を吹いて、木とか燃やしちゃうの。それでカメが口から水を吐いて火を
消すの。」
〇「何かいらないものとか、足したいものとかある？」
・ ?（前回描いた島に対して）これはいらないんじゃない？景色を生かしてないよ。」
・ ?これだと竜が大きすぎるかも。」
・ ?大きさはどのくらい？」
・ ?しっぽは入れる？」
・ ?しっぽは奥に向かって伸ばす？」
・ ?でもそれだと描きすぎじゃない？」
・ ?とりあえず龍の頭を小さくしよう。」
・ ?カメの背中に子ガメをのせよう。」
▼一通り意見を出せたら、それを基にペンで描いていくよう、ファシリテータに指示。
〇「いろんな意見がでてきたから、今度は実際に描いてみようか。」
出会い→自己紹介
8班は女子二人は元気があり、男子 2人は女子二の
元気に多少埋もれてしまっている感じだった。一人一
人が人懐っこく、ファシリテータともすぐに打ち解け
ることができた。子どもたちは全体的に笑顔で、話し
合いや発想・構想をする本時のような活動においては
とても「いい」雰囲気でスタートを切れたと思う。
8班はまず、写真、そこに描かれている絵、振り返り
ボードを見て、前回の活動を振り返るところから始め
た。
子どもたちの間では全体的な絵のテーマが確立し、
共有されており、関心はすでに描かれたもの（龍、カ
メ、島）に向いた。描かれているものの具体的な形や、
全体の構成をどのように変えてイメージに近づけてい
くかということが主な話題だった。
0分
5分
15分
25分
導入（本時の活動の確認)
前回の活動の振り返り（振り返りボード)
問題点の明確化→改善策
（付箋紙を使用したイメージの共有）
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40分
・ (机代わりにしていた椅子を下げ、一人一人ペンを持ち前に出てくる。）
・ (女児Aが雑巾を手にし、龍と島を消す。その流れでカメも消す）
・Ｄ「あ!カメも消しちゃうの？」
・ ?うん。いいんじゃない？カメも一回消して描き直そうよ!」
・ (「ま、しょうがないか……」といった雰囲気。結局全部消して描き直すことに。）
・Ｄ「カメの甲羅って何角形？」
・Ａ「六角形でしょ。」
・Ｆ（慎重に六角形を描く…が、なかなか前回描いたように正確に描けない）
・Ｄ「甲羅難しい!」
・Ａ「貸して!こう描くんだよ!…」（しかしやっぱり上手く描けない……）
・Ｓ「別に 6角形じゃなくてもいいんじゃない？」
・Ａ（三角形や四角形で描き始める）「うーん、こんなんじゃないな。」
・Ｄ「星形とかどう？」
・Ａ（なんとなく描いてみる）
・Ｓ「いいじゃん、星形!星形にしようよ!」
･Ａ（はじめ星形をぴったり組んで描いていくが、やりながらそれは難しいことに気付く）
〇「ぴったりあわせなくてもいいんじゃない？」
・Ｓ「あ、水玉模様みたいにしてみようか。」
・Ａ「こんな感じ？」（星形を散らした模様を描く）
・Ｓ「そうそう、それでいこう。」
・(女児Aは男児 Fにペンをパス。男児 2人はその後カメ担当になる。女児 2人は龍担当。
下絵を持参しており、正確にそれをボードに写していった。）
▼全体を注目させる。活動にきりをつけて本時の活動の振り返りをするよう指示を出し、
各グループに返す。
〇「じゃあ、振り返りしようか。今日はどこを変えたんだっけ？」
・Ｓ，Ａ「龍の頭!」
・Ｄ「カメ!カメの甲羅を星形にした。」
〇「他は？」
・ (考える）
〇「この辺何かなかったっけ？」（画面中央付近を示す）
・Ａ「あ、島を消したんだ!」
〇「そうそう、最初いらないって言って消してたじゃん。」
・Ａ「あー」
〇「じゃあ、今出てきたのを付箋紙に書いて振り返りボードに貼ってって」
・ (一人一人書き始める）
本時で一番印象に残ったことはカメの甲羅を描いた活動だったようだ。
表し、考える（イメージの視覚的な共有)
カメの甲羅がうまく描けない
本時の成果・星形の甲羅のカメとはっきりしてきた
龍の顔
振り返り・今日はどこを変えたんだっけ？
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4．1 ファシリテータの感想
子どもたちはこちらが何も言わなくとも自分達
で、きちんと考え、話を進めていた。男の子たちが
主に方向性を決め、女子はそれに従っているよう
だった。なので、やや男女で分かれてしまっている
ように感じたが、それでも意見や連絡事項など重要
なところはをきちんと伝え合っていた。
河を滝のように上から流すか、小川のように横か
ら流すかでもめていたとき、ペンを持った男の子が
両方の意見を反映させ、二つの方向の河を描いてい
たのが印象的だった。（米山）
50分
〇「どこか問題点とかあった？」
・Ａ「龍の顔ってもっと小さいほうがいいんじゃない？」
・Ｓ「確かにちょっとおおきいかも…」
〇「今日はじまるときの龍見る？」（写真を見せる）
・ ?見る見る!」
・ ?……あはは、何これ、変なの!」
〇「最初に比べるとすっきりしたよねー」
〇「この後はどうする？」
・Ｄ「龍のヒゲとかって画用紙を切ってはってもよさそう。カメの水も画用紙でできるん
じゃない？」
・Ｓ「カメが吐いてる水をもっとやらなきゃ。」
・Ａ「龍の炎はもっと激しくないと、これじゃ細くない？」
・Ｄ「子ガメもっと増やす？」
▼「じゃあ、何グループかに発表してもらおうかな？そこ、いける？」（8班を指名する）
・（リーダーの Sが発表する）
〇ボードを持って全体に見えるようにする。
・Ｓ（本時問題になった龍とカメの甲羅について、活動の流れを追って紹介していった。）
▼本時のまとめをする。
振り返りボード・本時の振り返り
発表・活動を全体に紹介
全体のまとめ
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今回、ファシリテータということで、子どもたち
と一緒に授業を受けさせてもらうという貴重な体験
ができた。
小学校を訪れる前に、「周りの景色を生かした表
現」というものを一度やってみたが、私も子ども達
と同様に、アイデアがなかなか出なくて困った。さ
らにそれを絵にすることも、むずかしいと感じた。
子どもたちのイメージが、どこまで絵で表現できる
かという問題もあった。一人の意見に偏らず全体の
意見も取り入れながらの作業は、なかなかスムーズ
にはいかないだろう。
この「周りの景色を生かした表現」を図工の時間
にすることは、小学生にとって大変な事だと感じた。
しかし、グループの中での子どもたちのようすを見
られる機会だったし、一人で作業を進める時には見
られない、ひとりひとりの個性を見ることができた
事に関しては、勉強になった。
また、子どもの視点だけでなく、教師の視点から
も学ぶことが沢山あった。授業ひとつにしても、子
どもがどう考え、行動するのか、ねらいを明確にし
ながら、何度も練り直し構成していく。さらに、授
業ごとに、良かった点や至らなかった点を検討して、
次に生かすなど、影の努力が感じられた。（靍見）
前時の「森」というテーマから「森と滝と川」と
いうテーマに変更し、最終的に 45分間の間に借景を
いかした絵までたどりつかなかった。授業前の絵と
授業後の絵を比べてみると授業前の絵のほうが背景
の木にぶらさがっているサルが描かれているよう
に、借景をいかして描かれていたように思う。
初めはふさぎこんでみんなの輪の中に入り込めな
い児童 Sがいたり、グループみんながペンをとり
合ったりと衝突し、ぎくしゃくしてしまった。それ
は絵を描きたい、一生懸命に積極的に活動したいと
いう気持ちの表れが強調されすぎて出てしまった結
果なのではないだろうか。しかし、グループみんな
で話し合って描くことで、児童たちが以前よりだん
だんとひとつにまとまってきた。このように一つの
絵を描くことが、児童のコミュニケーションにおけ
る仲介になったのではないかと思う。
前回の授業を欠席し、ふさぎこんでいた児童 S
も、話しかけて励ますと、いきいきと自発的に描く
という気持ちが生まれた。絵を協同で描くことで子
ども同士のぎこちない雰囲気から少しずつうちとけ
たことはよかった。
みんなが一生懸命 45分の中で作業に取り組めた
こともよかったと思う。
このように、授業中に、先生が普段一人一人個別
に指導できないことをファシリテータが参加するこ
とで解決でき、児童の様子や多様な意見を先生に伝
えることができる点にファシリテータの意義がある
のだろう。この授業を通して、児童たちが協同で自
分たちの役割を考えたり、一つの絵をみんなで描い
たりすることで、お互いの意見を出し合い、ときに
は自分の意見を妥協するなどして、みんなで満足の
いくように一人一人が自分の役割を考えて行動する
ことが社会なのだということを児童が学ぶきっかけ
となったと思う。また、ただ絵を描くだけではなく、
描き終わったあとに振り返る時間をつくったこと
は、児童たちがよかったことや、また問題となった
ことも、何でまちがったのか、また、どうしたら改
善されるのかなどを考えることができたので、この
授業は児童の創造性と人間性を大きく成長させる大
事な学びだったと強く感じた。（金田）
美術をグループで行うことがとても新鮮だったの
で、どのような感じで行われていたのか参加する前
から興味を抱いていた。今回の授業の様子から、美
術の技能だけではなく、協調性、思いやり、他者を
評価することなど多くの学ぶべきものが学習内容と
して含まれているように感じた。私が担当した子供
たちの様子から、どの子も自分本位ではなく相手の
ことを理解し、尊重できる子供たちのように思えた。
このように、美術を通して相手を理解することがで
きることを知ったのでとても良い勉強になった。
また、今回ファシリテータとして参加させてもら
い、私の中で子供たちとの距離が一番難しかった。
あまり深入りをせず、子供たちで考え実行する様子
を見ているだけでいいのだと分かっているが、私自
身はちょっと子供との距離が近すぎ、助言をしすぎ
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たように思えた。もっと遠くから見守るぐらいにす
れば良かったと思う。しかし、子供たちが協力し合
い一つの作品を仕上げていくという過程で、少しだ
が携われたことに喜びを感じた。そして、子供たち
の今後の作品過程やその完成作品を見てみたいと
思った。（佐藤）
授業では、私たちが考えるよりずっと小学 6年生
は自分のことや周りの状況を分かっている。先生が
説明すれば、それを理解して自分の力だけで進んで
いくことができると思う。しかし、自分の意見を分
かってほしい、描きたいという気持ち、描くのが苦
手だという気持ちが強いので、周りのみんなとのバ
ランスを保つのが難しい。そこで、やっと、ファシ
リテータが必要になるのではないかと感じた。気づ
いていない所に視点をむけてみたり、全体のこと、
友達の意見はどうかを考えてもらったりする。私た
ちの言葉でも、生徒は聞いてしまうから、生徒の意
見を潰すような強い表現は使ってはいけない。ただ
見ているくらいでいいというのは、案外難しいもの
だった。
授業の後の話し合いで、評価をどうするのか、個
人でアイデアを出す方法もあるのでは。グループだ
と意見を消されてしまう子がいるのではないか。と
いう意見があった。とくに、グループ作業では意見
のぶつかり合いが多いと思う。自分を表現（言葉・
態度）する力をもたないと、作品に自分の発想を生
かせないというところは、あると思う。そのため、
特に強く先生は「周りの意見をよく聞こう。」と、言っ
ていたのだろう。全ての問題を解決できる題材はな
いかもしれないが、教員の力で補う努力は必要だと
感じた。（松下）
全体としては、話し合いがメインになり、特にアー
ムをどうするかといったことが話し合いの中心と
なった。アームについては大体決まり、アームを描
くことになったが一人の子がアームの描写にこだわ
り、なかなか次の話し合いに進めず、時間がきてし
まった。班でよく話し合っていたが、それによる問
題が多く出てしまったという印象を受けた。また、
話し合いではなく、描写やボードの傾きにこだわる
など違うことに興味がいってしまい、進まない状態
の一つの原因になってしまった。ファシリテートす
る側として、もっとよい支援が行えるよう努めるべ
きであったと感じている。（鈴木）
今回の取り組みは、私自身もやってみたいような
わくわくする授業内容だった。その反面、学校現場
にファシリテータというなじみがない大人が介入す
ることに、子どもたちが戸惑うのではないかという
不安もあった。
しかし実際に授業に参加して、子どもたちと楽し
く活動できたこと、また、話のきっかけが少しでも
作れたという実感が持てたことはとてもうれしく思
い、また、各班にファシリテータがいたことの意味
があったなと実感を持てた。
かなり実験的な授業ではあったと思うが、これを
通して学校現場でもこういった活動方法を生かす事
が出来る、それにより、今までできないと思われて
いた授業の形態が作れるのではないか、と新たな可
能性を強く感じた。（渡邊）
普段ファシリテーションをする際、参加者同士の
関係を取り持ち、コミュニケーションを活性化させ
られるようにすることや、アイデアを多く出す支援
をするとともに、出てきたアイデアをまとめる支援
をするように心がけている。しかし、それはあくま
でも学校外におけるワークショップでのファシリ
テーションであって、参加者同士はそのとき初対面
である場合がほとんどである。今回は学校での授業
においてファシリテータとして参加した。当然、学
校外でのワークショップとは異なり、子どもたち同
士は普段から顔を合わせており、むしろ初対面なの
は、子どもたちと私たちファシリテータである。ま
た本時は発想の段階で、話し合いをメインとする活
動であったが、私の担当したグループ（8班）は前時
に作品のイメージが確立し、グループ内でしっかり
と共有もできていた。子どもたちの関係も特に問題
はない。このような場合、普段意識しているファシ
リテーションはあまり必要がなくなってくる。
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しかし、学校教育におけるファシリテータの役割
はもう一つある。それは子どもの観察である。児童
数 30～40人の学級において教師が一人ですべての
子どもの活動を事細かに見取ることは実際問題難し
いところがある。ファシリテータが教師と子どもと
の間に入ることによって、子ども一人一人の活動を
観察することができるというメリットがある。その
ような個別の活動の記録は、より詳細な評価、そし
て個に応じた学習支援を可能にする。
児童の活動記録の方法として今回は写真とメモを
活用した。子どもたちの活動を画像として残すとと
もに、発話傾向などをメモ用紙に記録することによ
り、より細かな観察に取り組んだ。しかし、ここに
おいても問題点がある。ファシリテータは記録だけ
に徹するわけではなく、子どもたちとの対話も重要
であり、手を抜く訳にはいかない。そうすると一人
で対話、写真記録、発話メモと非常に大忙しになっ
てしまう。記録をとるにしても、効率よくすること
が大切である。そのためにも、教師とファシリテー
タとの間で授業のねらいや意図を明確にし、共有し
ていることが重要である。視点をしぼるとともに「こ
こだ」と感じる子どもの活動を見逃さないためにも、
事前の準備におけるファシリテータと教師との間で
の密な打ち合わせが重要であることを実感した。
このように、学校にファシリテータを導入するに
は、学校内におけるファシリテーションの方法論を
明確化していく必要がある。それによって、ティー
ムティーチングや学外ボランティアの導入など、子
どもの個に応じた学習支援がより円滑かつ適切にな
るだろう。今回の実践では、そのように学校内外に
おけるファシリテーションの方法の違い、そして今
後の課題等が明確になり、非常に有意義であったと
思われる。（井上）
4．2 児童の感想
・「附属小ワンダーワールドへようこそ」はグループ
のみんなと協力しながらつくる学習だったので、
自分の考えだけではなく、友達の考えを取り入れ
て、アイデアを出し合いながら作品をつくること
ができた。「そこのところが○○に見えるよね。」
とか「この角度がいいと思うよ。」などの友達の意
見を聞くと、「なるほど!」「もう少しこうすると
いいと思う。」という新しい自分の考えを持つこと
ができた。それを言い合ったり、少しがまんする
ことで、みんなの意見にあったものにできた。窓
に描くときには分担して描いた。見ている人が描
いている人に「もう少し左」「あと 5 cmくらい上」
というように教えてあげたりして声をかけ合いな
がら進められた。画用紙に一人で絵を描くことも
楽しいけれど、何人かの友達と協力して一つの作
品をつくるのもとても楽しかった。
・公開研究会の時、大学生の方がいて、その日私た
ちの班は、UFOキャッチャーのアームをそうする
かについて議論が始まったけれど、大学生の方が
うまく意見をまとめようとしていてくれてとても
うれしかった。実際に絵を描いてみると、はじめ
はなかなか思いつかなかったアイデアも、みんな
で「こんなのどう？」「こういうふうにすればいい
んじゃない？」と自然に意見（アイデア）を出し
合って、アイデアをなんとかまとめながら作品を
完成させることができた。みんなで協力すると、
自分では思いつかなかったアイデアも出てきたり
するのでいいなあと思った。
・学習に取り組んだときに、グループの友達と協力
をたくさんしたし、話すことが多くなってよかっ
た。すこし仲が悪い感じの人がまた仲良くなって
いて良かったと思う。この学習では友達と協力す
ることがたくさんあり、他の学習ではやらないよ
うなことをできて楽しかった。
・友達と意見をたくさん出し合い、その中からグ
ループ全員で話し合ってどれにするかを決めるこ
とができた。大学生の人にアドバイスをいくつか
言ってもらえて、とても参考になったし、相談に
ものってもらえたのでとても良かった。背景を利
用して絵をかくのは見る場所にいる人の言うとお
りに描かなくてはいけないので、描く人、その人
に筆を渡す人、指示をする人と分担して協力して
作品を仕上げることができました。この学習を通
して、みんなの意見をまとめることが上手になっ
たと思いました。
58 茂木一司・足達哲也・井上昌樹・渡邊 彩・金田佳子・鈴木紗代
・全員がなっとくできるテーマを一つ決めて、それ
に一人ずつ意見を言って書いていったらなっとく
できる絵をかくことができた。私は一人だったら
こういうなっとくのいく絵をかくことができな
かっただろうなと思った。最初は全然（一人一人
が）意見を聞くことができていなかったけれど、
最後は全員がしんけんに取り組むことができて、
すごくうれしかった。また、絵を描くときも?指
示する人>?絵をかく人>?その他>という役をつ
くってこうたいをしてやることができた。そのお
かげでスムーズにうあることができたのでよかっ
た。〔附属小ワンダーワールドへようこそ〕という
学習に取り組んでみて、友達と協力することの良
さ、一人で何でもしようとしないでもいんなで同
じように考えることの大切さがわかったのでよ
かった。あと、この学習で当日までアイデアが出
ないのにのん気に過ごしているみんなを見て、私
は「どうしよう、どうしよう」と思っていたけれ
ど、みんなも実はしっかり考えていることを知っ
て、一学期より二学期はもっと友達と仲良くでき
そうで本当にこの学習をしてよかった。
・私のグループは外の風景を利用して水族館をつく
ることにした。水族館と決まる前は、動物園や海
などの案も出ていて、グループのみんなの意見が
すぐにまとまらず、グループで案をまとめること
はすごくむずかしいことだと改めて感じた。意見
を出しただけではまとまらず、実際にかいてみる
と「これいいんじゃない？」などみんなが自分か
ら言ってくれて、その他の人たちもちゃんと話を
きいて意見がまとまっていったので、だんだんと
みんなと楽しくできるようになった。大学生の人
たちがきた時は、最初にあだ名を教えたり、教え
てくれたりしてとても親しみやすかったし、積極
的に話しかけてアドバイスをしてくれたのでとて
も大学生がいるとスムーズにできた。
・大学生がきてくれていいアドバイスをもらえたの
でよかった。しかし、時間があまりなかったので
とても大変だった。窓からキリンが出て、そこか
ら水のみをしているという考えは一人では思いつ
かなかったので、グループで活動できた良いとこ
ろだった。
・窓のわくがきれたところで、つなげて描くとき、
協力してだれかに見てもらわないとできない作品
だと思い、協力することの大切さがわかった。こ
のように何でも一人でやらないで少し友だちに見
てもらったりした方がいい絵ができると思った。
描きはじめ、みんなで「そこそこ」と言い合った
り「ここ？」と聞きかえしたりしていくうちに協
力することの大切さ以外にも、友だちとの関係が
深まっていった。
５．まとめ―実践の成果と問題点―
数年来、図画工作科の学習を通して、異なる価値
観をもつ他者と、互いに触発しながら互恵的にかか
わり、新たな美や価値をつくりあげていく児童の育
成をめざしてきた。本研究で具体化した、学校の授
業へのファシリテータの導入は、現在抱える、次の
ような課題の解消につながると考えた。
①活動のプロセスに視点を当て活動の流れをとらえ
なければ、適切な指導が難しく、必然的に 30数名
に一人の教師が対応することに限界が生じるこ
と。
②問題解決的な学びにおいては、これまでのような
教える側（教師）学ぶ側（児童）という 2つの立
場だけでは、児童の自力解決を阻害する場合があ
ること。
③児童自身が学びの主体となり表現していくこと
と、児童相互の関係性を調整したり、学びを方向
付けたりすることの、2つの立場を切り替えなが
らの活動が難しいこと。
しかし一方で、ファシリテータの導入が学校現場
になじむかという疑問はあった。それは、これによっ
て、必然的に教師の役割が指導者からコーディネー
タへと変化し、指導方法や立場さえ根本的な変更の
必要に迫られるからである。ファシリテータは題材
の第 2・3時に設定し、事前の打合せにおいて次の点
について確認をした。
①ファシリテータは、チームの話し合いをまとめな
がら、児童相互の関係をつなぐ役割を担う。
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②ファシリテータは、実際に表現を行う場所に行っ
て様子を確かめたり、少し離れて自分達のアイデ
アスケッチを確かめたりすることなどを、必要に
応じて提案する。
③教師は学習のデザイン、全体の調整を担う。
④教師は全グループを見渡し、活動の内容や進度な
どを把握し、全体を統括する。必要な場合は、ファ
シリテータに指示を出し、児童への働きかけは
ファシリテータに任せる。
以上のような構想の下、ワークショップ型授業の
実践を試み、ファシリテータを配置して、協同の学
びを進めてきた結果、以下のような成果を得た。ま
ず、児童が互いに刺激し合い、問
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ということである。これは、従前の一人
の指導者が複数のグループを巡りながら点でみとる
ことと大きくことなる。また、このことは、児童間
のかかわりを促す意味でも成果が見られた。特に、
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し、本実践の成果として特に挙げたいことは、話
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ことである。実際に描き込みをする窓のある場
所に行ってみようという提案や、少し離れてアイデ
アを見てみようと促す言葉がけ、少し違う考え方を
もっている児童に対する発言の促しなどがそれであ
る。このような働きかけは、話し合いの文脈を一旦
断ち切ることになるが、その都度児童は、自分達の
アイデアや話し合いの流れを、客観的に見たり、新
たな刺激を受けたりすることができた。
一方、ワークショップ型授業を進めるために、い
くつかクリアしなければならない問題が明らかに
なった。一つには、コ
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ことである。本実践では、授業全体を見渡
し、児童の活動の様子をみとることができた。また、
活動を客観的に見る経験は貴重といえた。しかし、
学習の中で、活動を客観的に捉えた立場から、グルー
プの「かかわりを促す」べきとき、または、「文脈を
断ち切る」べきときを見極め、ファシリテータに適
切に助言を与えるという点では不十分だった。これ
は、ファシリテータとの連携の手順や方法が十分確
立できていなかったことが原因である。また、「かか
わりを促す」こと「文脈を断ち切る」ことに、それ
ぞれどのような効果が期待できるかということにつ
いて、具体的に想定できていなかったことも一因で
ある。逆説的にいえば、コーディネータは題材の内
容や学習計画、環境の構成など、学習環境のデザイ
ンだけでなく、ファシリテータのかかわり方とその
効果を具体的にイメージしておくことが大切であ
り、その上で、ファシリテータとの連携の手順や方
法を確立しておくことが、ファシリテータ導入のポ
イントといえる。
次に、ファシリテータの人材の問題を考えなけれ
ばならない。ファシリテータは、短い時間で児童の
和の中に入っていかなければならない。また、ファ
シリテータ（促進者）という名称が示すように、児
童の考えを引き出しながら、グループのかかわりを
深め成長を促すことが求められる。指導者の意図を
伝えたり、解決方法を助言したりするかかわり方と
異なり、児童自身に語らせる働きかけが大切になる。
この働きかけはとてもデリケートである。学校への
導入には、ファシリテータの練度の問題＝そのよう
な人材を揃えられるかという問題がつきまとう。
続いて、授業時数や時間割など、学校の教育活動
の枠組みの問題である。本実践では、活動の文脈を
大切にしてきた。また、協同の学びを前提にしてい
るため、児童間やファシリテータとの間の関係がつ
くられるための時間も必要になる。問題解決に向け
て活動するとき、活動の質はある一定の時間を経て
大きくジャンプアップする瞬間がある。しかし、現
在の学校の授業の枠組みでは、その瞬間を迎える前
に授業が一旦終了してしまう。弾力的な運用を積極
的に行い、まとまった時間を設定したいところだが、
現状では難しい面もある。（足達）
最後に、研究のコーディネータとしての感想を述
べて、拙稿のまとめにかえたい。ここ数年、矮小化
していく造形美術教育の再構築のために、情報メ
ディア時代に適応した「新しい表現の学び」として、
ワークショップ、つまり参加協同型学習の可能性に
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ついて検討し、学校教育へのワークショップ型学習
の導入のメリットを研究してきた。ワークショップ
は「知識は人々の社会的な関係性の中で構成され、
学習とは知識の受動的な蓄積という個人の内的プロ
セスではなく、学習者が他者との相互作用を通じて
知識を構成していく社会的行為である」という社会
構成主義や「本来学びは文化共同体への参加という
文化的・社会的実践である」という状況的学習を理
論的基盤にした、いわば知識を効率的に蓄積させる
工場型の学校教育とは正反対の反学校的学習である
が、私たちはそこに現在の学校教育を再構築する可
能性も見いだしている。今までの研究ではワーク
ショップの題材開発などを中心に行ってきたが、今
回の試みは、ワークショップの学習環境のデザイン
の要素（空間、活動、道具、人）の内、それを根本
から支える人＝ファシリテータの授業への活用とい
う試みであった。足達教諭のまとめにもあるように、
まだまだ問題点は多いが、一定の成果は上げられた
と考えている。特に、附属校の特色でもある多人数
教育の現場（図工教育）では、これだけ多様化して
いる個人やその表現を教師一人がみとることは事実
上不可能であり、今回（8グループに）9人の支援者
が入ったことは教師の活動を自身がメタ認知できる
という大きなメリットがあった。また、一般にファ
シリテーションというとスキルが問題にされ、ファ
シリテータの熟達度が大きく取り上げられたが、経
験の浅いファシリテータも共同体の中で自分の役割
を見つけながら、周辺的に参加をしており、図工教
育のようなゴールフリーな学習の場合には、学習共
同体の形成プロセスへの参加そのものにも意味があ
ると感じた。ただ、今回のような話し合い活動が中
心になる学習では、子どもたちの発話やつぶやきを
促し拾い上げるなどの能力や特にファシリテータの
持つ雰囲気や態度が活動を変容させるので、グルー
プ学習を牽引する明るさやバランス感覚が重要にな
る。子どもたちの感覚や思考、行為や発言に真から
共感できる感性はファシリテータとしてだけでな
く、人として、今後の社会を生き抜いていくための
重要な要素であるに違いない。
また、ファシリテータの 1人がその役割に「子ど
もの観察」を感想にあげていたが、教育に限らず、
（物事の）質は情報量の多さに依存するので、ファ
シリテータの情報収集力は授業においては大きなメ
リットになる。収集された情報はその場ですぐに子
どもたちに返されなくとも、後で教師が集約し、十
分にその後の学習活動に生かしていけるはずであ
り、ファシリテーション活動と同時に行うドキュメ
ンテーションもファシリテータの大切な仕事であ
る。つまり、ファシリテータの最大のメリットは普
段行き届かない部分にも目がいくということであ
る。教師一人の時に較べて、何倍もの情報収集が可
能であり、それは普段弱い子どもたちが犠牲になっ
て、授業が成り立っているという学校教育の現状を
確認させ、それを変容させる。今回も普段一人では
なかなか相手に意見が言えない児童の場合（S君）
が、ファシリテータの存在によって、表現が保証さ
れ、促進されたという事実がある。一見監視役のよ
うなファシリテータの役割であるが、子どもたちは
クラスという単位でいつも行動し、自分の空間や距
離感をあまり変えることはなく生活しており、異文
化であるファシリテータの存在はこの枠を破り、自
己や他者の破れから、新しい発見をし、関係性を構
築し直すきっかけを作っていくと思われる。
ワークショップは通常見知らぬ初対面の者同士が
出会い、自己の殻を破り、自己を解放し、新たな自
分を発見したりする活動である。したがって、学校
教育において、クラスの中でワークショップを行う
ことにはどんな意味や意義はあるのか、あらためて
問われることになる。それは、通常ワークショップ
が持っている爆発的な変容の促進力はないが、むし
ろ「放っておくとよどんでしまう学校教育をワーク
ショップはかき混ぜ、足らないところを補い、生き
生きとした状態に戻す（つくりかえる＝再構築）力
を持っている」のではないだろうか。つまり、反教
育的教育（または反学習的学習）??とでもいえるよう
な、その本質にアンチを元々含んでできあがってい
る複合体 or総合体というイメージである。別の小学
校の 4年生で屛風を使ったワークショップ型学習を
実験したとき、そのクラス担任が「このような活動
はもっと早くから実施する必要がある」といった言
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葉が印象に残っている。すなわち、協同的な学びは
学校として理念を持って取り組んでこそ意味がある
ということだ。
最後に、学習活動は本来参加者自身のものであり、
ファシリテータが必ずしも牽引しなければならない
ものではない。ファシリテータはある程度のところ
で参加者自身に活動は任せ、透明になるべき存在で
あり、透明になりながら、また共同体の中で存在価
値を持つ人である。いわば、学校教育における教師
も同様で、クラスの関係の中に存在するだけで伝え
る人のはずである。R.シュタイナーはそのことを
「地下の水脈」と呼んでいた。教師は子どもたちの
前に立つだけで教師としての仕事をしており、教え
るから教師なのではない。ワークショップという参
加体験型学習は一見その場限りの刹那的な快楽主義
的な学び（遊び）にみえるが、コミュニケートやコ
ラボレートされるものは表面的なものではなく、よ
り本質的であるところに意味があるである。（茂木）
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